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痴呆性高齢者の在宅介護の状況分析と援助のあり方

研究目的
° .

本研究は.在宅痴呆性高齢者の介礁者を対象に.介柾のプラスの側面を見つけ.介穫受容の要因を明

らかにする。看載職として、要介せ者の状況をふまえた痴呆性高齢者の介耳者の援助のあり方について

検討を加えることを目的とする。

方法

顛轟は湖西地域の2町で在宅肪開活動を行っている保曲帰およびホームへルルーに事前に依頼し.覗

査に同意した介理事1 8名であ畠。介酸の決心.介礎上の困難.介摂している理由.介鍵のプラス画等

の質問紙による聞き取り調査を行った。そのうち.在宅介魅の決心r有」と回答のあった2名には、再度

6か月後、介護のプロ.セスに焦点を当てた面接を行った。

結果

介硬直している理由は家族重視の考えと社会卵規範等の心の葛藤のなかで行われていた。家族の支え

により粁神的安定が得られていた。また.介せ者の自己実現を図るために.本人の努力・はもちろんのこ

と周囲へも横壇的に効果的な対処行動がみられた。また.介硬の非受容群には精神的.疲労感、介礁上0.

困難が葡(.受容群t=は痴呆性市齢者への愛着.介畦によるプラス面の琵織が南(みられた。

考察　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.

介礎受容の意思は、痴呆性高齢者・介蝶者・介穫環境の一次的要因と周閏からの介蝶役割承寵の二次的

要因との関連により決定していることを認めた。介耳者の自己実現に向けた生括環境の生えが必軍であ

る。痴呆性高齢者とともに介護者の価値観をも尊重することが壌助の基本である。

捻括

1.介膜受容群の介鵡者臥　介唖のプラス面(利益)として介醍者の役割の配知.充実感、能力を引き

出す機会として捉えていた。

2.非受容群で臥　精神的・身体的疲労感.介畦上の困難が憩(.受容群では痴呆高齢者への愛着.介

埠をすることによって自己啓発につながり需要要因が明.ちかになった.

3.介礁受容の要因として.痴呆性高齢者・介確者・介畦環境さらに周閃からの介礁役割承租の関連に

より決定していることが認められた。

4.介鮭者への援助のあり方として.介礁者の自己実現に向けて舞境を盤見られるよう支援し、生き

がいのある生清ができることが介啓受容を支える援助の重要性として示唆された..
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